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第
八
十
三 

  
 

Ｍ
Ｒ
Ｃ 

   
 
 
 
 

一 
  

戦
略
爆
撃
調
査
団
は
、
一
九
四
五
年
の
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

四
か
月
で
膨
大
な
資
料
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
た
め
に
使
っ
た
の
は
、

む
ろ
ん
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
統
計
会
計
機
械
装
置
、
日
本
で
い
う
と
こ

ろ
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）
で
あ
る
。 

 

一
九
四
五
年
の
八
月
二
十
八
日
、
神
奈
川
県
厚
木
の
旧
帝
国
海
軍

飛
行
場
に
到
着
し
た
占
領
軍
の
先
遣
隊
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
本
隊
が
東
京
に

進
駐
す
る
前
に
、
実
動
可
能
な
計
算
機
を
探
し
出
し
て
い
た
。
占
領

軍
の
先
遣
隊
に
は
、
か
つ
て
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
（
の

ち
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
で
カ
ス
ト
マ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
統
括
し
て
い

た
チ
ャ
ー
ル
ス
・
デ
ッ
カ
ー
が
Ｍ
Ｒ
Ｃ
（
マ
シ
ン
・
レ
コ
ー
ド
・
セ

ン
タ
ー
）
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
随
行
し
て
い
た
。 

 

彼
は
日
本
が
降
伏
し
た
こ
と
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
知
り
、

東
京
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
、
銀
座
の
服
部
時
計
店
を
改
造
し
た
東
京

Ｐ
Ｘ
で
大
量
の
食
料
を
買
い
込
ん
だ
。
か
つ
て
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
で

一
緒
に
仕
事
を
し
た
知
己
を
集
め
る
た
め
だ
っ
た
。 

 

デ
ッ
カ
ー
の
誘
い
に
、
三
重
県
の
鳥
羽
に
い
た
水
品
浩
、
神
戸
に

い
た
安
藤
馨
、
島
村
浩
、
千
葉
県
佐
倉
に
疎
開
し
て
い
た
北
川
宗
助
、

日
本
統
計
機
で
業
務
を
継
続
し
て
い
た
稲
垣
早
苗
、
矢
向
音
久
な
ど

が
集
ま
っ
た
。 

 

会
合
の
主
旨
は
、
長
か
っ
た
戦
争
を
無
事
に
生
き
延
び
て
再
会
で

き
た
こ
と
を
お
互
い
に
喜
び
合
う
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で

終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
内
々
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
情

報
処
理
に
協
力
す
る
よ
う
、
個
別
に
打
診
を
し
た
可
能
性
は
高
い
。 

 

ま
た
デ
ッ
カ
ー
は
い
ず
れ
の
こ
と
に
備
え
る
た
め
、
カ
ー
ド
パ
ン

チ
の
実
務
経
験
者
や
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
操
作
技
能
を
持
っ
て
い
る
日
本
人
の

所
在
情
報
や
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
マ
シ
ン
の
有
無
な
ど
情
報
を
収
集
し

た
。
Ｐ
Ｃ
Ｓ
が
あ
っ
て
も
パ
ン
チ
ャ
ー
と
ワ
イ
ヤ
リ
ン
グ
・
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
い
な
け
れ
ば
二
進
も
三
進
も
行
か
な
い
。 

 

こ
の
事
前
の
調
査
に
よ
っ
て
、
戦
略
爆
撃
調
査
団
は
東
京
・
丸
の

内
の
三
菱
仲
通
八
号
館
に
、
日
本
生
命
や
第
一
生
命
か
ら
徴
発
し
た

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
五
セ
ッ
ト
（
な
い
し
六
セ
ッ
ト
）
を
設
置
し
、

ア
メ
リ
カ
軍
空
襲
の
被
害
状
況
や
生
産
に
与
え
た
影
響
な
ど
の
情
報

を
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
の
責
任
者
と
し
て
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
の
営

業
部
長
だ
っ
た
安
藤
馨
が
選
ば
れ
た
。 

 

安
藤
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
前
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
で
水
品
に

次
ぐ
営
業
の
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
が
、
そ
れ
だ
け
が
戦
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略
爆
撃
調
査
団
に
抜
擢
さ
れ
た
理
由
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
小
説

『
五
重
の
塔
』
で
有
名
な
幸
田
露
伴
、
戦
前
の
司
法
大
臣
・
岩
村
通

世
の
甥
に
当
た
り
、
父
・
勝
一
郎
は
京
都
帝
国
大
学
の
英
文
科
教
授
、

母
・
こ
う
は
日
本
芸
術
院
会
員
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
―
―
と
い
う
家

に
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
自
身
、
一
九
三
七
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
の

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
在
学
し
て
、
ア
メ

リ
カ
流
の
計
量
経
済
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
。 

 

余
談
だ
が
安
藤
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
教
授
の
勧
め
で
計
量
経

済
学
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
そ
の
会
場
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
経

済
界
で
重
き
を
な
し
て
い
た
カ
ウ
ル
ス
経
済
研
究
所
保
有
の
「
Ｉ
Ｂ

Ｍ
４
０
５
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
計
算
機
と
い
う
も
の

に
興
味
を
抱
い
た
。 

 

さ
ら
に
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
に
入
社
し
て
か
ら
ア
メ

リ
カ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
エ
ン
デ
ィ
ゴ
ッ
ト
本
社
に
研
修
生
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
。
そ
の
と
き
に
得
た
知
識
を
も
と
に
帰
国
後
、「
パ
ン
チ
カ
ー

ド
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
独
創
し
て
い
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
安
藤
の
英
語
力
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ

カ
留
学
の
経
験
や
ア
メ
リ
カ
流
の
思
考
方
法
、
家
柄
や
人
柄
な
ど
を

高
く
評
価
し
て
い
た
。
四
六
年
以
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
ア
メ
リ
カ
軍
基
地

に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
作
業
に
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
多
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
戦
略
爆
撃
調
査
団
で
の
安
藤
の
仕
事
振
り
が
当
局

に
信
頼
感
を
与
え
た
か
ら
と
い
っ
て
い
い
。 

 

安
藤
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
顧
問
に
在
職
中
、
日
本
の
産
業
統
計
や
貿
易
統
計

な
ど
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
で
処
理
し
た
。
作
成
し
た
報
告
書
は
千

四
百
二
十
六
通
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
の
ち
一
九
四
九
年
一

月
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
が
復
活
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、

デ
ッ
カ
ー
と
と
も
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
退
職
し
た
。 
  
 
 
 
 

二 
  

安
藤
が
か
く
も
多
数
の
報
告
書
を
作
成
で
き
た
の
に
は
、
日
本
の

住
民
が
調
査
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快

く
応
じ
、
企
業
は
要
請
に
応
じ
て
詳
細
な
資
料
を
積
極
的
に
提
出
し

た
。
た
だ
一
つ
、
原
爆
の
被
災
者
に
対
す
る
調
査
だ
け
は
、
人
間
性

を
欠
い
た
。 

 

そ
の
調
査
は
社
会
班
の
医
療
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

医
学
的
興
味
が
前
面
に
出
た
た
め
に
非
人
道
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、

こ
れ
が
根
強
い
反
米
感
情
を
生
ん
だ
。 

 

戦
略
爆
撃
調
査
団
は
四
五
年
十
二
月
末
で
そ
の
使
命
を
終
え
る
が
、

組
織
と
要
員
は
そ
の
ま
ま
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
経
済
科
学
局
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
に
引

き
継
が
れ
た
。 

 
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
そ
れ
を
機
に
占
領
の
直
後
に
徴
発
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
日
本

生
命
や
第
一
生
命
に
返
却
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｍ
Ｒ
Ｃ
と
Ｍ
Ｒ
Ｕ

（
マ
シ
ン
・
レ
コ
ー
ド
・
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
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に
な
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
直
下
の
情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
う
し
て
東
京
・
丸

の
内
に
開
設
さ
れ
、
日
本
の
戦
後
復
興
に
必
要
な
様
々
な
資
料
が
作

成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

Ｍ
Ｒ
Ｃ
と
Ｍ
Ｒ
Ｕ
は
本
来
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
軍
事
物
資
の
計
算
業

務
を
行
う
組
織
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
が
提
案
し
た
〝
戦

場
の
計
算
機
〞
が
こ
れ
だ
っ
た
。 

 

日
本
に
配
備
さ
れ
た
Ｍ
Ｒ
Ｃ
、
Ｍ
Ｒ
Ｕ
の
対
象
は
ア
メ
リ
カ
の
陸

軍
第
八
軍
と
空
軍
第
二
十
軍
で
あ
っ
て
、
両
軍
が
担
当
し
た
の
は
も

っ
ぱ
ら
日
本
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
治
安
維
持
と
防
衛
だ
っ
た
。
ピ
ー

ク
時
に
は
四
十
万
人
を
超
え
る
兵
士
が
日
本
に
駐
留
し
て
い
た
の
だ

か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
多
忙
を
極
め
た
。 

 

こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
軍
は
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
運
用
に
日
本
人
を
採
用
し
、

そ
の
身
分
と
給
与
の
保
証
を
日
本
政
府
に
要
求
し
た
。
費
用
負
担
は

戦
後
補
償
の
一
環
と
い
う
よ
り
、
占
領
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
抵
抗

で
き
な
い
と
い
う
心
理
に
よ
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日

本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
下
請
け
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

日
本
国
政
府
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
要
求
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
業
務
に
従
事
す
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
公
務
員
に
準
じ
る
扱

い
と
し
た
。
例
え
ば
、
東
京
・
立
川
基
地
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
部
隊
に
勤
務
す

る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
東
京
都
の
職
員
と
し
て
扱
わ
れ
た
。 

 

そ
の
一
方
、
採
用
や
人
事
、
業
務
内
容
、
勤
務
形
態
な
ど
は
ア
メ

リ
カ
軍
の
管
理
に
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
流
計

数
処
理
の
手
法
や
勤
務
形
態
、
経
営
手
法
な
ど
を
学
ん
だ
人
々
が
、

や
が
て
各
方
面
に
散
開
し
て
活
躍
し
て
行
く
。 

 

情
報
を
詳
細
に
収
集
し
て
様
々
な
統
計
資
料
を
作
成
し
、
そ
れ
を

分
析
し
た
結
果
を
政
策
に
反
映
す
る
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
流
の
手
法

は
、
ま
ず
国
の
機
関
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
た
。
と
い
う
よ
り
、

「
何
ご
と
も
ア
メ
リ
カ
流
」
と
い
う
の
が
終
戦
直
後
の
日
本
の
や
り

方
だ
っ
た
。
幣
原
内
閣
の
外
務
大
臣
を
務
め
、
四
六
年
五
月
に
首
相

に
任
命
さ
れ
た
吉
田
茂
が
そ
の
有
用
性
を
強
く
認
識
し
た
。 

 

吉
田
は
首
相
に
就
任
す
る
と
、
当
時
の
経
済
・
経
営
学
会
を
代
表

す
る
大
内
兵
衛
、
高
野
岩
三
郎
の
両
博
士
と
会
談
し
、
主
要
な
省
庁

に
調
査
統
計
局
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
適
任
者
の
推
薦
を
依
頼
し

た
。 

 

生
涯
を
通
じ
て
人
に
頭
を
下
げ
る
こ
と
が
大
嫌
い
だ
っ
た
吉
田
茂

が
、
大
内
兵
衛
に
だ
け
は
頭
を
下
げ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
野
岩
三
郎
は
私
案
と
し
て
天
皇
制
の
廃
止
を
含
む
「
日
本

共
和
国
憲
法
」
を
提
唱
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
と
き
各
省
庁
の
調
査
統
計
局
長
に
就
任
し
た
の
が
近
藤
康
男
、

正
木
千
冬
、
森
田
優
三
、
美
濃
部
亮
吉
だ
っ
た
。 

 
近
藤
は
戦
前
に
土
地
改
革
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
こ
と
を
咎
め
ら

れ
て
東
大
教
授
を
辞
職
し
た
経
歴
と
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
的
思
想
の

持
ち
主
で
あ
る
点
が
買
わ
れ
て
農
林
省
統
計
調
査
局
長
に
就
任
し
た
。 

正
木
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
経
済
科
学
局
で
統
計
分
析
に
従
事
し
、
の
ち
通
商
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産
業
省
の
統
計
調
査
局
長
と
な
っ
た
。
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
レ
ポ
ー

ト
の
日
本
語
訳
を
作
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

 
森
田
は
統
計
理
論
や
人
口
統
計
学
の
専
門
家
で
あ
っ
て
、
古
く
は

杉
亨
二
、
高
橋
二
郎
、
呉
文
聡
の
弟
子
に
当
た
る
。
内
閣
統
計
局
、

す
な
わ
ち
現
在
の
総
務
省
統
計
局
の
戦
後
に
お
け
る
初
代
局
長
と
な

っ
た
。 

 

美
濃
部
亮
吉
は
戦
前
に
「
天
皇
機
関
説
」
を
提
示
し
て
大
学
を
追

わ
れ
た
憲
法
学
者
・
美
濃
部
達
吉
を
父
と
し
、
大
内
兵
衛
の
直
弟
子

で
も
あ
っ
た
。 

 

内
閣
統
計
委
員
会
事
務
局
長
を
務
め
、
行
政
管
理
庁
の
統
計
基
準

局
長
、
の
ち
一
九
六
七
年
か
ら
三
期
十
二
年
に
わ
た
っ
て
東
京
都
知

事
と
し
て
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。
人
当
た
り
の
い
い
話
し
方
と
「
み
の

べ
ス
マ
イ
ル
」「
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」
と
い
う
ほ
う
が
、
戦
後
団

塊
世
代
に
は
親
し
み
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

三 
  

戦
略
爆
撃
調
査
団
、
経
済
科
学
局
の
作
業
と
並
行
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

は
駐
留
占
領
軍
将
兵
に
対
す
る
物
資
の
補
給
管
理
業
務
を
、
ア
メ
リ

カ
軍
の
Ｍ
Ｒ
Ｃ
、
Ｍ
Ｒ
Ｕ
方
式
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
占
領
軍

約
三
十
万
人
の
主
体
が
ア
メ
リ
カ
軍
だ
っ
た
か
ら
、
当
然
の
帰
結
だ

っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
や
要
員
と
と
も
に
、
九

月
以
後
順
次
、
輸
送
船
や
大
型
輸
送
機
で
続
々
と
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
た
。 

 

こ
の
と
き
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
が
何
セ
ッ
ト
、
日
本
に
入
っ
て
き

た
か
。
そ
れ
を
具
体
的
に
調
べ
て
み
よ
う
と
国
立
国
会
図
書
館
に
当

た
っ
た
と
こ
ろ
、「
日
本
占
領
軍
資
料
」
と
し
て
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
関
係
資
料
」
が
発
見
で
き
た
。 

  

・
マ
ッ
カ
サ
ー
元
帥
レ
ポ
ー
ト
：GH

Q
/FEC, M

ilitary H
istory  

 
 
Section: T

he Report of General M
acA

rthur 
 

・
戦
時
に
お
け
る
日
本
政
府
内
文
書
：W

artim
e T

ranslation o 
 
 
n Seized Japanese D

ocum
ents:A

llied T
ranslator and Inter 

 
preeter Section Reports, 1942-1946 

  

で
あ
る
。 

 

だ
が
、
こ
こ
に
は
該
当
す
る
情
報
が
な
か
っ
た
。 

 

参
考
に
な
る
の
は
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
の
部
隊
配
置
で
あ
る
。 

 
ア
メ
リ
カ
軍
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
第
八
軍
を
主
体
と
す
る

陸
軍
二
十
個
師
団
を
上
陸
さ
せ
て
い
る
。
次
い
で
函
館
、
仙
台
、
新

潟
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
、
長
崎
な
ど
に
師
団

規
模
の
部
隊
を
配
置
し
た
。 

 

と
同
時
に
、
旧
帝
国
海
軍
の
軍
港
を
太
平
洋
艦
隊
が
接
収
し
た
。
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ま
た
空
軍
が
進
出
し
て
旧
帝
国
陸
海
軍
の
飛
行
場
と
航
空
機
を
接
収

し
、
通
信
部
隊
が
展
開
し
た
。
さ
ら
に
沖
縄
を
除
く
四
十
六
の
都
道

府
県
に
軍
政
部
を
設
置
し
て
い
る
。 

 

ま
た
十
一
月
の
時
点
で
「
終
戦
連
絡
地
方
事
務
局
」
が
設
置
さ
れ

た
の
は
、
札
幌
、
仙
台
、
館
山
、
東
京
、
横
浜
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、

京
都
、
奈
良
、
大
阪
、
松
山
、
福
岡
、
呉
、
佐
世
保
、
鹿
屋
の
十
五

か
所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｍ
Ｒ
Ｕ
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
数
は
数
百
セ
ッ
ト
の
オ
ー
ダ
ー
に
達
し
た

と
見
て
い
い
。 

 

例
え
ば
高
知
市
で
は
、
ま
ず
十
一
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
第
二
十
四
師

団
第
十
九
連
隊
が
進
駐
し
、
続
い
て
二
十
一
年
一
月
に
第
八
十
一
軍

政
中
隊
が
増
派
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
五
月
に
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
連
合
軍
が
駐
屯
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
第
二
十
四
師

団
は
撤
収
し
た
。
と
こ
ろ
が
県
の
軍
政
部
は
引
き
続
き
ア
メ
リ
カ
軍

が
担
当
し
た
―
―
と
い
っ
た
具
合
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
が
ど
こ
に
何
セ
ッ
ト

あ
っ
た
の
か
正
確
に
つ
か
み
に
く
い
。 

 

そ
こ
で
、
の
ち
の
記
録
か
ら
類
推
す
る
ほ
か
な
い
。 

 

一
九
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
が
成
立
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

解
散
す
る
に
当
た
っ
て
、
彼
ら
が
使
用
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｓ
が
日
本
企

業
に
放
出
さ
れ
た
。 

 

五
二
年
十
月
現
在
、
国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
、
計
算

機
の
本
体
に
当
た
る
分
類
機
と
会
計
機
が
三
百
九
十
一
台
、
周
辺
機

器
に
当
た
る
穿
孔
機
八
百
二
十
九
台
（
本
体
一
台
当
た
り
二
・
一
二

台
）、
検
孔
機
四
百
十
二
台
（
同
一
・
〇
五
台
）
な
ど
一
千
七
百
七

十
六
台
と
な
っ
て
い
る
。 

 

戦
後
た
だ
ち
に
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
輸
入
が
再
開
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
こ
の
う
ち
の
多
く
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
放
出

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
。 

  
 
 
 
 

四 
  

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
初
期
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
業
務
を
担
っ
た
の
は
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ

ン
統
計
会
計
機
械
の
元
社
員
た
ち
で
あ
る
。 

 

三
重
県
鳥
羽
の
神
戸
製
鋼
所
鳥
羽
工
場
で
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
か

ら
接
収
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
の
修
理
に
従
事
し
て
い
た
日
本

ワ
ッ
ト
ソ
ン
元
社
長
の
水
品
浩
と
、
神
戸
商
業
大
学
で
経
営
統
計
学

を
教
え
て
い
た
島
村
浩
は
、
横
浜
に
駐
屯
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
陸
軍

第
八
軍
の
Ｍ
Ｒ
Ｕ
に
配
置
さ
れ
た
。 

 

北
川
宗
助
は
空
襲
を
逃
れ
て
、
四
五
年
三
月
に
神
戸
か
ら
郷
里
で

あ
る
千
葉
県
佐
原
に
疎
開
し
て
い
た
。 

 
十
月
初
旬
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
召
喚
状
が
き
た
。
戦
時
中
、
陸
軍
に

協
力
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
か
ら
接
収
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
マ
シ
ン
を

修
理
し
た
り
、
鐘
淵
紡
績
と
陸
軍
の
要
求
に
沿
っ
て
計
算
機
の
国
産

化
を
計
画
し
た
。
そ
れ
で
彼
は
そ
の
こ
と
を
咎
め
ら
れ
る
の
で
は
な
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い
か
、
と
懸
念
し
た
。 

 
と
こ
ろ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
要
請
は
予
想
に
反
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

「
戦
犯
と
し
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
ま
た
計
算
機
の
仕
事
が
で
き
る
と
思
う
と
、
嬉
し
く
て
仕

方
が
な
か
っ
た
」 

 

と
い
う
。 

 

北
川
は
十
一
月
、
十
二
月
を
埼
玉
県
入
間
に
駐
屯
し
て
い
た
ア
メ

リ
カ
第
五
空
軍
の
Ｍ
Ｒ
Ｕ
で
過
ご
し
、
翌
年
一
月
か
ら
東
京
・
芝
浦

御
楯
町
の
旧
海
軍
経
理
学
校
分
校
に
置
か
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
陸
軍

東
京
補
給
本
部
（
東
京
Ｑ
Ｍ
）
に
「
特
別
顧
問
」
と
し
て
配
属
さ
れ

て
い
る
。 

 

立
川
飛
行
機
で
戦
前
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｓ
業
務
に
従
事
し
て
い
た
今
村
栄

喜
も
、
安
藤
や
北
川
の
誘
い
を
受
け
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

に
合
流
し
た
。 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｍ
Ｒ
Ｕ
に
勤
務
し
た
の
は
、
元
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計

会
計
機
械
の
社
員
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
神
戸
商
業
大
学
で
島
村

や
北
川
の
講
義
を
受
け
た
経
営
計
録
講
習
所
の
卒
業
生
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
召
喚
さ
れ
て
い
る
。 

 

島
村
浩
の
教
え
子
で
、
四
五
年
三
月
に
日
本
統
計
機
に
就
職
し
て

い
た
井
上
一
三
子
は
、
同
年
十
月
、
東
京
・
神
田
に
あ
っ
た
日
本
統

計
機
本
社
を
訪
れ
た
二
人
の
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
に
、 

 

「
明
日
か
ら
横
浜
の
第
八
軍
Ｍ
Ｒ
Ｕ
に
勤
務
す
る
よ
う
」 

 

と
通
告
さ
れ
、
な
か
ば
連
行
さ
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
ジ
ー
プ
に

乗
せ
ら
れ
た
。 

 

神
戸
商
業
大
学
の
経
営
計
録
講
習
所
で
平
井
泰
太
郎
教
授
の
助
手

を
し
て
い
た
岸
本
英
八
郎
は
、
京
都
に
駐
屯
し
た
ア
メ
リ
カ
第
六
軍

の
Ｍ
Ｒ
Ｕ
に
招
か
れ
た
。
こ
の
と
き
岸
本
は
講
習
所
の
卒
業
生
数
人

を
引
き
連
れ
て
移
籍
し
て
い
る
。
の
ち
甲
南
大
学
教
授
。 

 

戦
前
に
政
府
機
関
や
民
間
企
業
で
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
業
務
に
従
事
し
て
い

た
人
た
ち
も
、
Ｍ
Ｒ
Ｕ
の
職
員
と
な
っ
た
。
主
に
女
性
の
パ
ン
チ
ャ

ー
で
、
逓
信
省
、
第
一
生
命
、
帝
国
生
命
な
ど
か
ら
経
験
者
が
集
め

ら
れ
た
。 

 

ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
独
自
に
行
っ
た
要
員
募
集
で
採
用
さ
れ
た
人
た
ち

も
い
た
。 

 

そ
の
中
の
一
人
、
四
七
年
に
東
大
を
卒
業
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
採
用
さ

れ
た
今
村
茂
雄
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。 

 

「
採
用
さ
れ
た
の
は
経
済
科
学
局
で
し
た
。
安
藤
馨
さ
ん
が
統
括

し
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
も
ら
っ
た
給
与
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
手
当

て
を
含
め
て
千
九
百
五
十
円
で
し
た
。
大
卒
の
初
任
給
の
平
均
は
、

一
般
企
業
が
六
百
五
十
円
で
し
た
か
ら
、
三
倍
も
も
ら
っ
て
い
た
わ

け
で
す
」 

 
こ
の
縁
で
今
村
は
五
七
年
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
電
子
計
算
部
を
発
足

さ
せ
た
と
き
、
安
藤
の
誘
い
を
受
け
て
同
社
に
入
社
、
の
ち
日
本
情

報
処
理
研
修
セ
ン
タ
ー
常
任
理
事
を
経
て
日
本
電
気
に
移
籍
し
た
。 
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
う
し
て
、
日
本
に
電
子
計
算
機
利
用
技
術
の
種
を
植

え
付
け
た
。
そ
の
種
か
ら
出
た
芽
が
葉
を
つ
け
、
茎
を
伸
ば
し
、
一

九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
花
を
開
く
こ
と
に
な
る
。

の
ち
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
産
業
界
で
「
北
川
学
校
」
と
呼
ば
れ
た
人
材

の
輩
出
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。「
北
川
学
校
」
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。 

 

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
が
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を
日
本

人
に
行
わ
せ
た
の
は
、
日
本
人
に
よ
る
戦
後
復
興
を
促
す
た
め
だ
っ

た
と
い
う
説
が
あ
る
。 

 

―
―
計
算
機
の
技
術
者
を
育
成
す
れ
ば
、
日
本
の
企
業
経
営
の
合

理
化
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

と
い
う
温
情
論
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
説
は
ど
う
か
。 

 

む
ろ
ん
Ｇ
Ｈ
Ｑ
上
層
部
の
一
部
に
、
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
っ
た

ろ
う
け
れ
ど
、
実
態
で
い
え
ば
、
そ
の
主
因
は
経
済
的
な
問
題
に
あ

っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
太
平
洋
の
二
方
面
で
展
開
し
た
戦
争
で
、
さ

す
が
の
ア
メ
リ
カ
経
済
も
混
乱
し
、
財
政
的
に
逼
迫
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
は
日
本
政
府
に
対
し
て
、
占
領
軍
が
必
要

と
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
操
作
に
か
か
る
費
用
を
、
日
本
政
府
が
負
担
す
る

よ
う
要
求
し
た
、
と
す
る
ほ
う
が
合
理
性
が
あ
る
。
の
ち
、
そ
れ
が

在
日
米
軍
基
地
の
経
費
負
担
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

 

だ
け
で
な
く
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
欧
州
と
ア
ジ
ア
が
戦
争
で

疲
弊
し
切
っ
て
い
る
う
ち
に
少
し
で
も
戦
時
予
算
を
削
減
し
、
自
国

の
経
済
を
強
化
す
る
政
策
に
転
換
し
た
。
あ
る
い
は
、 

 

「
欧
州
に
こ
そ
ド
ル
建
て
の
戦
後
復
興
債
を
発
行
し
て
、
強
力
に

支
援
す
べ
き
で
あ
る
」 

 

と
す
る
国
務
長
官
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
意
見
（
い
わ
ゆ
る

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
）
に
引
き
ず
ら
れ
た
。 
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チ
勐
勖
ル
ス
・
デ
勏
カ
勖 

Charles M
 D
ecker

：
第
二
次
大
戦
前
、
日
本

ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス

部
門
の
責
任
者
を
務
め
た
。
日
本
人
女
性
と
結
婚
し
日
本
語
も
達
者
だ
っ
た

が
太
平
洋
戦
争
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
、
の
ち
ア
メ
リ
カ
陸
軍
太
平
洋

戦
線
の
情
報
処
理
部
門
に
勤
務
し
た
。
連
合
国
軍
総
司
令
部
戦
略
爆
撃
調
査

団
員
と
し
て
東
京
に
駐
在
し
五
一
年
「
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
マ
シ
ン
ズ
」
設
立
と
同
時
に
社
長
に
就
任
し
た
。 

 

五
五
年
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
辞
し
て「
日
本
事
務
用
品
株
式
会
社
」を
設
立
し
、

ア
メ
リ
カ
製
事
務
器
機
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
輸
入
販
売
な
ど

を
行
っ
た
。
当
人
は
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
し
て
い
て
、
日
本
で
の
日
常
経
営
は

日
本
人
に
任
せ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
た
め
事
業
は
大
き
く
な
ら
な
か

っ
た
。 

三
菱
仲
通
八
号
館	
 

当
時
の
住
所
は
麹
町
区
丸
の
内
三
丁
目
八
番
地
。
現
在

の
大
手
町
仲
通
り
と
第
一
生
命
ビ
ル
か
ら
佃
大
橋
に
向
か
う
道
路
が
交
差
す

る
角
に
あ
る
新
国
際
ビ
ル
付
近
に
あ
っ
た
。 

近
藤
康
男 

こ
ん
ど
う
・
や
す
お
／
１
８
９
９
〜
１
９
８
３
。
愛
知
県
に
生

ま
れ
二
五
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
四
一
年
教
授
。
四
三
年
農
地
改
革
を
論

じ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
大
学
を
辞
任
、
四
六
年
復
職
と
同
時
に
農
林
省
統

計
調
査
局
長
と
な
っ
た
。
の
ち
武
蔵
大
学
教
授
と
な
っ
た
。 

正
木
千
冬 

ま
さ
き
・
ち
ふ
ゆ
／
１
９
０
３
〜
１
９
８
２
。
東
京
帝
国
大
学

を
出
て
企
画
院
第
四
部
調
査
員
と
し
て
勤
務
、
一
九
四
一
年
四
月
に
共
産
主

義
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
検
挙
さ
れ
た
が
無
罪
と
な
っ
た
。
終
戦
食
後
の

四
五
年
九
月
、
元
企
画
院
同
僚
の
稲
葉
秀
造
な
ど
と
共
同
で
日
本
経
済
研
究

所
の
設
立
に
参
加
し
常
任
理
事
。
七
三
年
か
ら
八
一
年
ま
で
鎌
倉
市
長
を
務

め
た
。 

森
田
優
三 

も
り
た
・
ゆ
う
ぞ
う
／
１
９
０
１
〜
１
９
９
４
。
大
阪
市
に
生

ま
れ
、
一
九
二
五
年
に
東
京
商
科
大
学
（
一
橋
大
学
）
を
卒
業
し
た
。
五
七

年
一
橋
大
学
教
授
と
な
り
六
五
年
に
退
官
し
た
。統
計
理
論
、経
済
統
計
学
、

人
口
統
計
学
の
分
野
で
多
く
の
業
績
が
あ
る
。
日
本
統
計
学
会
会
長
も
務
め

た
。 

美
濃
部
亮
吉 

み
の
べ
・
り
ょ
う
き
ち
／
１
９
０
４
〜
１
９
８
４
。
東
京
に

生
ま
れ
二
七
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
三
五
年
法
政
大
学
教
授
、
四
五
年
毎

日
新
聞
論
説
委
員
、
四
六
年
内
閣
統
計
委
員
会
事
務
局
長
、
四
九
年
東
京
教

育
大
学
教
授
、
五
二
年
行
政
管
理
庁
統
計
基
準
局
長
を
経
て
六
七
年
「
明
る

い
都
政
」
を
掲
げ
て
東
京
都
知
事
に
就
任
し
た
。 

終
戦
連
絡
地
方
事
務
局	
 

終
戦
連
絡
事
務
局
の
下
部
機
構
と
し
て
主
要
占
領

地
点
に
設
け
ら
れ
、
中
央
事
務
局
の
指
揮
の
も
と
に
連
合
国
地
方
軍
司
令
部

と
の
連
絡
事
務
に
当
た
っ
た
。
進
駐
軍
の
管
轄
地
域
に
大
体
照
応
し
て
設
置

さ
れ
、
管
内
の
進
駐
軍
に
対
す
る
情
報
の
提
供
、
設
営
そ
の
他
各
種
の
便
宜

供
与
等
の
連
絡
事
務
を
遂
行
し
た
。 

 

設
置
場
所
と
管
轄
区
域
は
進
駐
軍
の
状
況
に
よ
っ
て
変
動
し
た
。
一
九
四

五
年
九
月
二
十
三
日
の
時
点
で
は
横
浜
・
京
都
・
仙
台
・
奈
良
・
和
歌
山
・

佐
世
保
・
朝
鮮
・
大
阪
・
福
岡
・
鹿
屋
・
厚
木
・
横
須
賀
・
館
山
・
立
川
・

呉
の
十
五
か
所
に
、
同
十
二
月
十
四
日
の
時
点
で
は
横
浜
・
横
須
賀
・
館
山
・

京
都
・
名
古
屋
・
大
阪
・
和
歌
山
・
呉
・
松
山
・
福
岡
・
佐
世
保
・
鹿
屋
・

仙
台
・
札
幌
の
十
四
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。 

 

一
九
四
六
年
十
月
十
四
日
に
地
方
事
務
局
の
名
称
お
よ
び
管
轄
区
域
が
改

正
さ
れ
、
札
幌
事
務
局
が
北
海
道
事
務
局
に
、
仙
台
事
務
局
が
東
北
事
務
局

に
、
名
古
屋
事
務
局
が
東
海
事
務
局
に
、
呉
事
務
局
が
中
国
事
務
局
に
、
高
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松
事
務
局
が
四
国
事
務
局
に
変
更
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
一
月
三
十
一
日
に

廃
止
さ
れ
た
。（
国
立
公
文
書
館
に
よ
る
） 

ジ
勒
勖
ジ
・
マ
勖
シ
勐
ル 

第
五
十
七
「
駆
け
引
き
」
補
注 
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